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コロサイ書１：１５～２０ 
1:15 御子は、見えない神のか

たちであり、造られたすべ

てのものより先に生まれ

た方です。 

1:16 なぜなら、万物は御子に

あって造られたからです。

天にあるもの、地にあるも

の、見えるもの、また見え

ないもの、王座も主権も支

配も権威も、すべて御子

によって造られたのです。

万物は、御子によって造ら

れ、御子のために造られ

たのです。 

1:17 御子は、万物よりも先に

存在し、万物は御子に

あって成り立っています。 

1:18 また、御子はそのからだ

である教会のかしらです。

御子は初めであり、死者

の中から最初に生まれた

方です。こうして、ご自身

がすべてのことにおいて、

第一のものとなられたの

です。 

1:19 なぜなら、神はみこころに

よって、満ち満ちた神の本

質を御子のうちに宿らせ、 

1:20 その十字架の血によって

平和をつくり、御子によっ

て万物を、御子のために

和解させてくださったから

です。地にあるものも天に

あるものも、ただ御子に

よって和解させてくださっ

たのです。 

 

はじめに 

今日、世界の

中で、霊的なこ

とについての

混乱がたくさん

見られていま

す。日本で、毎

日、新しい宗

教やカルトが

かたちづくられ

ていると言うこ

とは、みなさん

もよくご存知の

はずです。これ

ら新しい宗教

を始めた人た

ちのほとんど

は、隠されてい

たような特別な

知識や、特殊な体験を主張して

います。彼らは、さらに深い霊

的な経験が得られると語ってい

ます。これらのグループに入会

している人たちは、彼らが直面

するいろいろな問題を乗り切る

ことができる力と影響が与えら

れる、と信じています。私たち

は、そのような隠された知識の

魅力にとらわれてしまいそうに

なります。また、あらゆる種類の

目的や現象の中に隠されたり、

秘められたりしているものがある

と語る教えに興味をそそられて

しまいそうになります。星占い、

占星術、占いというたぐいのも

のが、日本では非常に人気を

はくしています。そのようなもの

は、隠された知識や力を明らか

にすると信じられているものば

かりです。しかし、このようなもの

の力の源は決して無害なもので

はなく、むしろ、破壊的で、危険

なものです。ダビンチ・コードの

映画や本は、聖書には隠され

た情報が含められている語り、

私たちをひきつけました。そし

て、多くの人々が、それらの中

にある、マジックや謎めいたもの

の教えや考えにのめり込んで

いったようです。それは、不幸と

しか言えません。なぜなら、そ

のような人たちこそ、聖書が

語っている真実かつ、基本的な

福音の教えから離れていくよう

に誘惑にあっている被害者たち

であるからなのです。 
 

紀元１世紀のコロサイ教会も、

そのような状況の中に立たされ

ていました。あらゆる種類の哲

学や教えが、そこでは、混じり

霊的に混乱した世界における 
「秘密のしるし」、「星占い」、 
そして、「イエス・キリスト」 
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合っていました。東方の神秘主

義の上に、ユダヤの律法主義、

そして、神についての深い秘密

の教えなどが混じり

合ってできた、「い

つわりの教え」がコ

ロサイ教会を攻撃

していました。それ

ばかりか、コロサイ

教会は、キリストの

神性と人間性に関

して、ゆがめられた

教えをまともに受け

てもいました。その

教会に深く関わり、

影響力を持ってい

る教師たちは、自

分勝手にいろいろな教えを混

ぜ合わせ、「より高度な教え」と

言って、その教会で語りました。

その結果、イエス・キリストの人

性とはたらきとをまったく否定す

ることとなってしまいました。彼ら

は、イエスさまとは、より深い霊

的体験の中に存在する、ひとつ

の小さな「しるし」でしかない、と

語りました。彼らによれば、イエ

スさまは、宇宙の中における「不

思議なしるし」を見極めたり、

様々な儀式的なしつけによって

生きていったりするための霊的

存在でしかありません。しかし、

ある意味で、そのような彼らの見

解は、今日、私たちの近くで見

ることのできるカルト的や占星術

的な教えに非常によく似てもい

るのです。 
 

使徒パウロは福音の真実を守る

ために、彼らに宛てた手紙を書

きました。キリストのすべての分

野における権威と優越性を書き

ました。それらを認めてこそ、福

音が成り立ちます。きょうの聖書

箇所は、キリストの権威と優越性

という重要なことを３つの方法で

示しています。これらの基本的

な真実こそ、霊的に混乱してい

る今日の状態から、私たちを守

る「砦」となることを覚えておきた

いのです。 

 

キリストは創造主  

（コロサイ書１：１５～１７） 
 

イエスさまは、まず、見えない神

さまの「かたち」として、御自身を

世にお示しになられました。こ

れは、目に見えたキリストこそ

が、神さまの身体的な特徴であ

る、と語っているのではありませ

ん。聖書は私たちに、神さまと

は霊なる存在であって、まだ、

誰も神さまを見たことはない、と

語っています（ヨハネ４：２４、ヨ

ハネ１：１８）。見えない神さまの

「かたち」として、キリストは正確

に神さまの個性をあらわしてくだ

さいました。言い換えれば、イエ

スさまこそ、「神とは、このような

お方」ということを正確に示して

くださったお方であります。です

から、また、「イエスさまこそ、神

さま御自身である」と言うことが

できるのです。 
 

同じく、イエスさまは、御自身こ

そ、すべての被造物の長子であ

る、ということも明らかにされまし

た。これは、イエスさまが被造物

の中で、最初に造り上げられた

ひとつであると語っているのこと

ではありません。「長子」というこ

とばには、長子にしか与えられ

ていない特別な権威と資格まで

も含まれています。それは、権

威と優越性を持って

いる、日本語の「長

男」と同じようなもの

です。イエスさまが長

子であると言うことの

中には、このお方こ

そ、最も高い地位と

権威を持っておられ

るということが込めら

れています。すなわ

ち、キリストこそ、すべ

ての優越性と権威を

お持ちのお方である

ということなのです。 
 

イエスさまは、また、すべての被

造物の創造主であるとも語られ

ています。このお方は、宇宙の

すべてのものを取り仕切ってお

られます。すべてのものは、この

お方によって、そして、このお方

のために造られました。イエスさ

まはすべてのものの上に立って

おられる最高のお方です。そし

て、すべてのものは、イエスさま

によってまとめられることとなりま

す。 
 

中世の時代に描かれた絵の中

に、雲の中におられるキリストと

いうものがあります。キリストの下

には、人間の世界と自然が描写

されています。その画家は、そ

の絵の中で、この世のすべての

ものは細い金の糸でキリストとつ

ながれていると表現しました。こ

のような真実を、この絵は実に

美しく表現しています。御自身

が生かしているすべてのもの

を、キリストは御自身のお力で、

支えてまでおられる、という大切

なことを伝えようとしているので

す。 
 

キリストは単に私たちを創造して
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くださったということだけではと

どまりません。このお方は私た

ちを御自身のため

に造り、支えてまで

もくださっていま

す。キリストがすべ

てのものを治めて

おられる創造主で

あるからこそ、この

お方は、私たち被

造物の人間にとっ

て最もふさわしい

生き方を 

ご存知でもあるの

です。 
 

 

キリストは頭（かしら） 
（コロサイ書１：１８） 
 

また、イエスさまは教会における

最高の権威をお持ちです。な

ぜなら、このお方こそ、教会の

頭（かしら）なるお方であるから

です。聖書の中の多くの箇所

で、教会は「キリストのからだ」で

あると述べられています。私た

ちが自分のからだと、その中に

ある一つひとつの器官がどのよ

うに機能しているのかということ

について考えてみると、教会と

はいかに調和と統一を持って機

能していくべきものであるのか、

ということがわかってくると思い

ます。からだが正しく機能する

のは、正しい頭（かしら）が、から

だの中にあるすべての器官に

正しい命令を送っているからで

す。教会が、頭（かしら）である

キリストから離れてしまってはい

けません。 
 

私たち家族がしばらくの間、軽

井沢で住んでいたとき、私たち

は非常に忘れ難い感謝祭の食

事をいただくことができました。

その年、私たちはプラスチック

できちんと包装され、冷凍され

た七面鳥を食料雑貨店で買っ

たわけではありません。その

年、私たちは感謝祭のための

七面鳥を、自分たちの手で殺さ

なければならなかったのです。

その感謝祭の食事が開かれる

友人の家には、生きている七面

鳥が１２羽ほど届けられていまし

た。その一羽ずつ、私たちはつ

かまえて、頭を切り取らなけれ

ばなりませんでした。正直に申

し上げますが、私は殺された七

面鳥の羽を取り去る作業しかで

きませんでし

た。かわいそ

うな七面鳥

の頭を切り

落としてしま

うほどの図太

い神経を、

私は持って

いません。頭

が切り落とさ

れた七面鳥

の動きは実

に奇妙なも

のです。頭

が切り落とさ

れるや、すぐ

に、倒れて、

死んでしまう

と言うわけで

はありません。最終的に死を迎

えるまでの１、２分間、彼らは目

的もなく、ただ、跳びはね、走り

回るのです。 
 

頭（かしら）であるキリストとつな

がっていない教会とは、そのよう

な存在でしかありませ

ん。そうなれば、彼ら

は正しい制御を失

い、キリストから指示も

されていないあらゆる

種類のことがらに手を

出すものの、ただ、走

り回ることしかできま

せん。頭を切り落とさ

れた七面鳥がただ走

り回っているように、

そのような教会の内

部では分裂が起こり、

争い、陰口、恨み、つらみが駆

け回ります。申すまでもなく、教

会は完全ではありませんから、

誤解や困難と常に闘って行か

ねばなりません。しかし、教会に

属するそれぞれが直接、頭（か

しら）であるキリストとつながって

いるなら、私たちは、どのように

すれば、平和と一致をいただく

ことができるのか、と学び続けさ

せていただけま

す。ただ、キリス

トへのへりくだり

と、キリスト御自

身が願っておら

れることに目を

向けるとき、私

たちは平和のう

ちに、互いに、

愛し合うことが

できるようになり

ます。教会だけ

でなく、私たち

の家庭や近所

においても、キ

リストが望んで

おられるよう

に、私たちが力

や知恵や慰め

や赦しを得ながら生きていくた

めには、私たち自身がキリスト

御自身と正しくつながっていな

ければなりません。私たちが正

しく、頭（かしら）であるキリストと
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つながっていることが、私たちを

過ちやニセの教えから守ってく

れることとなるのです。 
 

教会は生きておられるキリストに

お仕えしています。このキリスト

が死人のうちからよみがえられ

たと言うことの中には、死どころ

か、このお方を押さえてしまう力

は何ひとつない、という真理が

込められています。キリストはす

べてのものの上に立つ、最高の

お方であり、私たちの人生のす

べてにおいて統べ治めておら

れる、絶大なる権威をお持ちの

お方であるのです。 
 

さて、あなたは自分の人生にお

いて、どのような優先順位を

持っていらっしゃるでしょうか？

「神さまこそ、何ものにも勝る第

一番目の優先順位です。結婚

生活が私の第二番目、子どもが

私の第三番目、そして、仕事が

第四番目です。」とお応えにな

るお方がいます。しかしながら、

そのような優先順をバランス良く

保つことは非常に難しいのでは

ないでしょうか。ときには、子ど

もたちや仕事に注意を向けて、

集中しなければならないことが

起こります。そのようなとき、バラ

ンスの良い優先順位を保つこと

ができるでしょうか？ところが、

「生活のすべてにおいて、キリス

トが主となってくださっている」と

いうことを受け入れると、私たち

は、むしろ、次のように考えるよ

うになるのではないでしょうか？ 
 

神さまは、何よりも、私の結婚生

活の中ではたらいておられま

す。 

神さまは、何よりも、私と私の子

どもたちとの間ではたらいてお

られます。 

神さまは、何よりも、私の仕事の

中ではたらいておられます。 

キリストはすべての場所にい

らっしゃり、すべてのことにはた

らいておられます！ 
 

キリストが何よりも、私たちの人

生の「長子」となられたということ

には、私たちの考えや思いより

も、まず、このお方のみこころを

求めることの大切さを語ってい

ます。キリストが私たちの救い主

であるからこそ、そのような生き

方が可能となるのです。 
 

キリストは救い主  

（コロサイ書１：２０） 
 

世の中には、さまざまな宗教や

教えから最も良いと思われるも

のだけを取り出し、それらを集

めて、自分自身の宗教にしてし

まおう、としている人たちがいま

す。そのような考えを持っている

人たちは、イエスさまを数少な

い偉大な宗教家のひとりである

と見ています。ところが、そんな

彼らは、最高の権威をイエスさ

まがお持ちであるということを認

めようとはしません。違いを認

め、寛容な生き方を勧める世の

中では、キリスト教はいろいろと

異なる教えのうちのひとつとしか

見られません。そのように考え

ている人たちは、結局、最終的

に、よりすばらしい教えを語る宗

教こそが生き残っていく、と語り

ます。しかし、それのような考え

の中には、キリストの権威や贖

いのみわざを弱めるどころか、

そのようなことを取り扱いもしま

せん。しかし、本当のキリスト教

は、むしろ、他の宗教や教えと

一致せず、歩調を合わそうとは

しないものであるのです。 
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福音は異なる教えを、まったく

受け入れません。なぜなら、私

たち人間の救いに必要なみわ

ざを成し遂げてくださったのは、

ただキリストだけしかいない、と

福音が語っているから

です。コロサイ書１：１

９が、「満ち満ちた神

の本質を御子のうち

に宿らせ」と書かれて

いるように、神であり、

同時に、人間であるの

はイエスさまだけで

す。イエス・キリスト

は、からだを持ってい

る正真正銘の人間で

した。このお方は受肉

なさった神さまです。

神さまと私たち人間と

の間に平和が築き直

されたのは、このお方

の死を通してです。イ

エスさまが自らの意志

を持って、十字架の

上で死んでくださった

ことによって、私たち

人間が受けなければ

ならない罪の罰が身

代わりとなって支払わ

れ、聖なる神さまの公

正な要求が満たされ

ました。その十字架によって、

神さまと私たち人間との和解は

成し遂げられました。その和解

による平和は、十字架の上で流

してくださったイエスさまの血潮

によっていただけたものです（コ

ロサイ書１：２０）。イエスさまが成

し遂げられたその和解のみわざ

は完全です。その十字架の上

でのみわざに加えるものも、ま

た、そこから取り去るべきものも

何ひとつありません。これこそ、

何ひとつ変わることのない真実

であるのです。 
 

マイケル・ジョーダンは史上に

残る最も偉大なバスケットボー

ル選手のひとりとしてよく知られ

ています。彼がバスケットボー

ルで見せる動きやシュートは、

まったく人々を驚かせてしまい

ます。「そんなすばらしいわざ

は、いったい、どこから生まれて

くるのか？」と、ある人が彼に尋

ねました。彼から返ってきた答

えは、実に、単純なものでした。

「私は、常に、基本に忠実なだ

けです。」と言うのが、彼からの

答えであったのです。基本は決

して変わりません。唯一、変化

するのは、それらに向ける私た

ちの注意の仕方だけです。「あ

なたが基本から遠ざかったと

き、それが奈落の底に落ちてい

く瞬間だ」。マイケル・ジョーダン

は、そのように語ったのです。 
 

きょうの聖書箇所は、私たちに

向かっての大切な基本を語って

います。イエスさまは信仰や人

生のすべての面において、最

高なお方です！イエスさまは創

造において最高のみわざを成

し遂げられたのと同じように、私

たちの人生のすべての面で

最高のみわざを成し遂げら

れたお方でもあります。イエ

スさまは、教会においても最

高の権威を持っておられる

お方です。救いのみわざに

おいて、最高のはたらきを

成し遂げられました。その同

列に並ぶものは何ひとつ存

在せず、イエスさまが成し遂

げられたみわざに付け加え

なければならないものは何

ひとつありません。「バイブ

ル・コード」と呼ばれるような

隠された知識や、占いや占

星術のようなものに手を出し

たところで、霊的に深い体

験などに決して導かれはし

ません。これらのものは、た

だ、私たちの目を基本的な

真実や、キリスト御自身から

離すようにと導くだけです。

聖書は、はっきりと、キリスト

はすべてのものよりも先にお

られたお方であり、すべての

ものの上に立っておられる

最高の権威をお持ちのお方で

あると語っています。イエスさま

は神秘主義の中にある、「ひと

つの小さな部分」と見られるよう

なお方ではありません。一層深

い霊的な生活を人間にさせるた

めの儀式をなしたお方なのでも

ありません。イエス・キリストは創

造のみわざを成し遂げ、それに

よってかたちづくられた被造物

たちのすべてを支え、そして、

神さまから離れていった被造物

を取り戻すため、贖いのみわざ

を完全に成し遂げてくださった

お方です。 私たちの信仰と信

頼のすべては、このイエス・キリ

ストというお方の上に建て上げ

られているのです。 
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祈り 

 

お祈りしましょう。 
 

愛する、主イエスさま、あなたは永
遠にほめたたえられるべきお方で
す！ 

あなたの権威と支配はすべてのも
のの上にあります。 

あなたは、この世界を支えておら
れます。 

ところが、そのような偉大なお方で
あるのにも拘わらず、あなたはこん
な私たちの小さないのちの、最も
小さく、些細なことがらにさえ気を
かけてくださっています。 

あなたのご愛を、ありがとうござい
ます。 

十字架の上で捧げてくださった、
あなたの犠牲により、あなたは贖い
のみわざを成し遂げ、あなたの民
を取り戻してくださいました。 

感謝いたします。 

ところが、私たちの心は、見たり、
聞いたりする異なる教えによって
振り回されてしまいやすくなりま
す。 

どうか、私たちの心を、そんないつ
わりによって、もてあそばされたりし
ないようにお守りください。 

あなたの真実によって、私たちの
心を保ってください。 

あなたのみことばによって解きあか
されている、あなた御自身をさらに
深く知り、経験しながら、成長させ
てくださいますように。 

あなた御自身に示されている満足
と十分を見いだすことのできる私た
ちとしてください。 

あなたに、さらなる信頼を向け、深
みを持って成長する信仰へと私た
ちをお導きください。 

これらのすべての祈りを、イエスさ
まのお名前によって、お祈りいたし
ます。 

アーメン。 
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